
 

 

◎ お母さんが自分の気持ちをわかろうと

してくれる、という安心感が情緒の安定

を生み出し、ひいては言葉の発達にもプ

ラスになります。 

◎ お子さんが声を出したら、必ず返事をし

たり、ほほえみ返してあげましょう。 

◎ やさしい言葉での語りかけやイナイイ

ナイバア－など、人とのやりとりで赤ち

ゃんが楽しい、うれしいと思うような経

験をたくさんさせてあげましょう。 

◎ テレビなどの画面ばかり見ることは、情

緒や言葉の発達の面で問題が出てきま

す。赤ちゃんが喜ぶからといって、テレ

ビやスマホに子守りをさせるのはやめ

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉の芽を育てましょう 

ことばの発達は、 

日常生活の体験の 

積み重ねにより 

促されます。 

 

言葉の芽を育てる

土台は規則正しい

生活です。 



 

 

 

 

 

 

早寝早起きの規則正しい生活が健康なからだをつくります。 

 毎日決まった時間に起きて、寝る習慣をつけましょう。  

 

◎ 朝７時頃には起きて太陽の光を浴びましょう。 

朝の光を浴びると、セロトニンが分泌されます。 

セロトニンは幸せホルモン。 

豊かな感情を育て、思いやりや前向きな心を育む 

大切な役割があります。 

朝ごはんを食べて心も体もスイッチオン！ 

  

◎ ぐっすり眠ると、たくさんの成長ホル

モンが分泌されます。成長ホルモンに

は、骨や筋肉などの身体の成長を促す

役割があります。 

 

◎ 寝ている間に脳細胞が大きく成長し、

脳は睡眠中に作られます。逆にいえば、

「脳は寝ている間にしか作られない」ので

す。夜間断眠が多いお子さんほど脳機

能の遅れがみられるという研究もあり

ます。 

 

⇒ホルモンは午後１０時～午前２時に 

かけて最も多く分泌されるので、 

深い眠りを迎えるため午後８～９時 

には寝ましょう。 

 

生活リズムを作りましょう 


